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養護学校で生徒たちと過ごした日々
校長 中山 徹

今年の夏休みはオリンピックの話題でとても賑やかでした。

そんな中、国内外で様々な事件が起こり、生命の大切さ、重

さ、そして尊さについて考えさせられる機会が多くありました。

「私の体験をこの学校だよりに載せて伝えていきたい」と強

く思うようになり、拙い文章ですが綴らせていただきました。

昭和５０年代後半、私は東京都公立学校教員として採用

され、大田区にある都立 J 養護学校（現在は特別支援学校）

に配属されました。J 養護学校は肢体不自由の児童生徒が通

う学校で、小学部、中学部、そして高等部がありました。

たくさんの児童生徒たちとの思い出があります。その中でも、特に印象の残っている３名の教え子

たちがいました。

M 君は、新採１年目の時に出会った生徒です。高等部の３年生でした。体幹機能障害があり、歩

行も不十分で、また言葉での会話はできない生徒でした。知的障害もあり、また人見知りも激しいの

ですが、なぜか私のことはとても「気に入って」くれまして、毎朝登校時、到着したスクールバスま

で迎えに行くと、強い力で私を抱きしめ「熱烈歓迎」を何度もしてくれました。彼との関わりの中で、

「私が励まされている･･･」、そんな思いをもつようになりました。

「息子は障害があるけど、人を見る目は鋭いんです。先生のことが大好きなようですよ。息子の表

情や態度を見ればわかります。頑張って下さい！」と、その生徒のお母さんからも励まされ、私は新

米教員としての日々を送りました。

S 君は、彼が中学部３年の時から高等部３年まで、私が４年間担任した生徒です。ダウン症で心臓

に障害があり、歩行もやや不自由な生徒でした。とても明るい性格で、特に歌うことが（お世辞にも

上手とは言えないのですが･･･）大好きでした。

彼は、自分の考えていること、思っていることなどを、素直に（というか遠慮せずに）どんどん「ぶ

つけて」きてくれました。「先生のダジャレはつまらないけど、今日の授業は面白かったよ。」とい

うようなストレートな表現です。

我が家の長女が生まれたとき、その話を教室ですると、「先生、よかったね！。赤ちゃん、かわい

いよね～！。名前はなんてつけたの？。パパ、頑張って！。」と、一緒に、そしてこちらが想像して

いる以上に喜んでくれる、優しい感性をもった生徒でもありました。
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T 君も、彼が中学部３年の時から高等部３年まで、私が４年間担任した生徒です。脳性マヒのため

歩行が不安定で、また発声はできるのですが言語障害がある生徒でした。

私が言うことは十分理解してくれるのですが、彼は自分の言いたいことを口から発する言葉として

なかなか表現できません。

意志疎通は、いつも彼が首からぶら下げている「文字板」を活用しての会話でした。彼は五十音の

１字１字を指でさしていきます。うまく伝わらないときは、何度も何度も、繰り返し文字板を指さし

ました。そして、自分の言いたいことが伝わると、顔をクシャとさせて表情を緩め、嬉しそうに大き

な声をあげ、喜んでいました。とても頑張り屋さんでした。

この３人のほかにも、脳性マヒのため食事・排泄等に介助が必要な児童生徒、筋ジストロフィーと

いう病気のため全身の筋肉が弱くなっていく児童生徒など、養護学校には障害がある子供たちが１０

０名以上在籍していました。常に車椅子や補助装具、そして、医療的なケアも含め周囲の人々の援助

が必要な子供たちばかりでした。

保護者の方々は、お子さんのことを愛し、可愛がり、そして「卒業後の進路のこと」「親亡き後の

こと」をいつも心配していました。そういったお父さん、お母さんたちからも、言葉だけでなく、そ

の生き様からたくさんのことを学ばせていただいたように思います。

教員生活も３０数年が過ぎましたが、振り返ってみると、新

採１校目の J 養護学校での生徒たちとの数々の思い出が今でも

鮮明に心に焼き付いており、その経験が、自分の教員としての

考え方、ものの見方、そして価値判断の礎の１つになっている

と強く感じています。

１つ１つの生命には、その存在価値があります。そのことを

教えてくれた M 君（５０歳代前半で亡くなりました）、S 君（３

０歳代後半に亡くなりました）、また４０歳代半ばになった T

君（今も作業所で働いています）、そして、社会で、地域で頑

張っている、また頑張っていた J 養護学校卒業生たちへ、私は

今でも強い敬愛の念を抱かずにはいられません。

＜９月の予定＞ ＊今年度より、練馬区は３学期制になりました。

９月１日が第２学期の始業式です。

1(木) 始業式 12(月) 専門委員会・中央委員会

2(金) 若草通級開始 13(火) 第２回定期考査１週間前

5(月) 修学旅行健康相談 20(火) 第２回定期考査(～ 21)

7(水) 修学旅行 3 年生(～ 9) 23(金) 連合陸上競技大会

10(土) 土曜授業、学校説明会 26(月) 生徒会役員選挙

第２学期もよろしくお願いいたします。


